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関連
項目

関連
項目

「えな」という名

現在使われている「恵那」の表記が定着したのは、
明治時代になってから。また、「エナ」の語源は、
恵那山の山名のほか、「エ（彫）＋ナ（土地の意
味）」で、「えぐられた所」つまり侵食地形を示すと
いう説もある。

・恵那栗（P31）

「恵那」の語源となった恵那山

ひとくちメモ　

1 飛鳥時代から登場

ペトログラフ・イワクラ

長島町鍋山の中腹に立つメンヒルは原始的な呪
術、儀礼、あるいは信仰と深い関係をもった遺構と
も考えられる巨石記念物。寄り添うように立つ2本
の立石の数センチ離れたすき間からは、夏至に日の
出が見えることが確認された。

・笠置山（P51）

中野方町にあるピラミッド状岩

ひとくちメモ　

2 超古代からのメッセージ

じゅ

じゅつ

な

え
な
史

え
な
人

え
な
祭

え
な
館

え
な
業

え
な
樹

え
な
花

え
な
食

え
な
水

え
な
景

4



� ������	
��
����
�������


��������� �!"#$%&�'()*+,-

�./01
2345"67��89:;
<=*>

 ??@A*BC�@A
�DEF)*GHIJ
���

EKL�M

��(N�O�PQR����/�S���� �
����	

	


 �

/�T�
�(E/�U
Q9V
01
���


*���


+7��
�
��

W	
X�
����

QY
8�*ZO�R
��
����

EFN���[�QY�\
U���]=4�"#�

�^_"#\`a��*b ^�!
����

��7^"#!
�����

�

�"#/$c�d��e%&'(�V)�*+fd*g


,h%&,(�GHIJ
-.E/0/)612)

#i
/fd���

�

�

�

�

�  3^*j4��
+kQ5l�*m56
���

n/78d

��9kE:;<
	�

=
��

/77*???eop>pqr?_d�

@RsA�htB4CDfd��E
EFGHIQuJ

��vQ4�??t@oKLwqr�MN`�)*O�E3

P)Q4�xQ
Rd#5E5)#�yz
��i�

\
{|45��}��^5ESTU*~
V�WE

X"#/7�m 3 Y
�
�

Z
�


no[
kZ?@@\qE^T

�*]
��

^
�

_
 �

W` a
�!
��

_
 �

*ba
"���

_
 �

QYc�v
��4

de)*�f�
���
"!
��#

/���
�g�
"!
$�#

�^ 3


'h45fd67�����ij�kd8*m 3


l,^8�mv�l4n�����o
p��qr)*

st.Eu6#n/�v*~d4R\�� 3,/7

�d*[
���vwfd67���

�

�

�

関連
項目

関連
項目

正家廃寺跡

古代の恵那地域には長島町正家の正家廃寺と山
岡町上手向の手向廃寺があったとされる。正家廃
寺は、1977（昭和52）年から南山大学が4年間、
1992（平成4）年からは市教育委員会が発掘調
査を行った。

正家廃寺跡に残る塔の心礎

ひとくちメモ　

3 ８世紀の大伽藍跡

西行伝説

東野向島の「杉山の清水」（県の名水100選）は、
西行が一口飲んで「実に甘くておいしい」と称賛し
たとか。以来そのご利益により、枯れることも濁るこ
ともなく、夏は冷たく冬は暖かい水がわき続けてい
る。（ただし飲料水ではないのでご注意を。）

・中山道（P8）

長島町中野の西行塚

ひとくちメモ　

4 市内入寂が伝わる歌聖

と　　うげ

しょう　げ　 はい　 じ　 あと

さい  ぎょう   でん  せつ
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関連
項目

関連
項目

岩村城跡

日本三大山城には、岩村城のほかに、大和の高取城
（奈良県）、備中の松山城（岡山県）がある。岩村
町では城を再建しようと、住民らにより再建構想実行委
員会が組織されている。同委員会では、城内にあった
三重櫓を描いた「幻の霧ヶ城」のパネルを設置するな
ど、再建をアピールする再現事業を行っている。

・明知城跡（P6）・武並神社本殿（P7）・石室千体仏（P8）
・渡辺美佐子（P15）・いわむら城址薪能（P21）・岩村歴史資料館（P24）
・岩村本通り（P48）・富田地区の農村景観（P48）

岩村城跡

ひとくちメモ　

5 日本三大山城

明知城跡

伝承によれば明智家11代光秀は、1526（大永
6）年に当時明知城があったといわれる現千畳敷公
園で生まれ、この場所の井戸が「光秀産湯の井戸」
といわれている。

・岩村城跡（P6）・八王子神社（P7）
・岩村歴史資料館（P24）・団子スギ（P34）

明知城跡

ひとくちメモ　

6 光秀生誕の城と伝わる

うぶ　　ゆ　

やぐら

いわ   むら   じょう  せき

あけ   ち     じょう  せき
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関連
項目

関連
項目

武並神社本殿

建物をいったん解体しての大規模改修は、440年
余の歴史で初めてのことで、事業費は、1億8,900
万円。解体調査で、彫刻やデザインなど戦国時代
に再建された本殿の時代的な特徴や、再建当時の
資料・部材が多く残されていることが判明した。

・岩村城跡（P6）

当時の形に修復し、悠久のときを超えた本殿

ひとくちメモ　

7 いにしえの建築美を残す

八王子神社

神社境内には「光秀公手植えの楓」や、光秀公
建立と伝えられている桔梗紋を彫りつけた「柿本人
麻呂神社」、また、神社隣の龍護寺には「光秀公
の供養塔」など、明智光秀ゆかりの地として多くの
伝説を残している。

・明知城跡（P6）

八王子神社

ひとくちメモ　

8 明知遠山氏ゆかりの神社

かえで

き　きょうもん

りょう　ご　　じ
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関連
項目

関連
項目

石室千体仏

往時は、20数人の僧衆によって荘厳な儀式が1ヵ
月間続けられたという。また、この経塚には悲恋の
伝説も残されている。城主の妻楓姫に、恋心を抱
いてしまった家老の松平左門が大蛇に飲み込まれて
しまい、心労から病の床に就く楓姫の回復祈願と左
門の弔いに建立したともいわれている。

・岩村城跡（P6）

石室千体仏

ひとくちメモ　

9 ７年に一度のご開帳

中山道

中山道は別名「姫街道」とも呼ばれ、女性が利用
することが多かったとされる。東海道と比べて距離は
長いが安全で難所が少ないのが利点とされ、将軍
家へ嫁ぐ姫宮の通行が多く、和宮親子内親王が徳
川家へ降嫁した時も利用された。

・西行伝説（P5）・大井宿（P9）
・七日福市（P18）・中山道広重美術館（P24）

武並町藤を通る中山道

ひとくちメモ　

10 江戸時代の街道

か ず の み や ち か こ な い し ん の う
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関連
項目

関連
項目

大井宿

1993（平成5）年には、「中山道かたりべ講座」
の修了生を中心に「中山道かたりべの会」が結成さ
れた。中山道を訪れた方々に対してガイドをするなど、
もてなしの心で活動されている。また近年は、「中山
道大井宿のれんアートコンテスト」が開催され、期間
中は街並みにのれんが飾られ彩りを添えている。

・中山道（P8）・七日福市（P18）
・中山道広重美術館（P24）

大井宿本陣跡

ひとくちメモ　

11 県内十七宿で一番のにぎわい

岩村電気軌道

電力王と呼ばれた福沢桃介により、矢作川上流に
水力発電所を造るために設立された矢作水力と合
併し、発電所建設の資材輸送の役目も担った。電
車は人が歩くよりも少し速いくらいの速度で運転さ
れ、電車が来ると家の電灯が暗くなるというエピソー
ドもあった。

・浅見与一右衛門（P12）・福沢桃介（P14）
・明知鉄道（P30）・矢作ダム（P43）

岩村町飯羽間を走る電車

ひとくちメモ　

12 全国１５番目に開通

おお    い   しゅく

いわ  むら   でん     き     き     どう
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関連
項目

関連
項目

知新館

釈奠とは旧暦2月と8月の上の丁の日に行われる、
孔子と孔子十哲の画像を掲げて、これを祭った祭
典のこと。応仁の乱のころ廃れたが、林羅山が
1633（寛永10）年に江戸忍ケ岡の孔子廟で復
活させた。岩村藩では文武所創立から明治時代ま
で実施されていた。

・佐藤一斎（P11）・林述斎（P11）

知新館

ひとくちメモ　

13 美濃初の藩校

中馬街道

上矢作町本郷地区の街並みでは、かつての商家や
造り酒屋、旅人宿であった格子造りの家々や土蔵
が見られ、今も随所に往時の街道の姿を垣間見る
ことができる。

大馬渡峠の石仏群

ひとくちメモ　

14 江戸時代の商業道路

ひのと

びょう

ち    しん   かん

ちゅう　ま    かい    どう

え
な
史

え
な
人

え
な
祭

え
な
館

え
な
業

え
な
樹

え
な
花

え
な
食

え
な
水

え
な
景

10




